
平成 29 年度 第 48 回千葉県中学校新人バスケットボール大会 総評 

 千葉県小中学校体育連盟他主催、千葉日報社他後援の第 48 回千葉県中学校バスケットボール

新人体育大会は 10 月 29 日（日）、11 月４日（土）、５日（日）の３日間、国府台市民体育館

をメイン会場とした５会場で行われた。 
 

 男子のベスト４には，成田市立西中学校，松戸市立第一中学校，船橋市立葛飾中学校，ｙ田

千代松陰中学校が名を連ねた。準決勝は，両地区の夏の総体でも活躍が見られた成田西 vs 八千

代地区の八千代松陰，船橋地区の名門葛飾 vs 松戸一の対戦となった。準決勝は２試合とも予想

通りの大激戦となったが，圧倒的な高さを見せた八千代松陰とエースを擁する松戸一との決勝

戦となった。 
 

 男子決勝は序盤，八千代松陰⑤石渡が速攻，⑨大橋，⑩新井がゴール下で順調に加点。対す

る松戸一も⑦山崎にボールを集め，ゴール下と，ストップジャンプシュートで対抗。２Ｑ，八

千代松陰は⑥三上，⑨大橋が得点を次々と重ねリードを奪う。 
後半に入り，松戸一は粘り強いディフェンス，リバウンドからチャンスを作る。八千代松陰

も④金田と⑬坂本の２on２を巧みに生かし得点を伸ばす。粘りを見せた松戸一は⑧渡邉のスリ

ーポイント，⑤兎澤と⑦山崎の２on２などで粘る。４Ｑ八千代松陰⑤石渡がけがの処置をして

コートに復帰，奮闘する。松戸一も，最後まで逆転を狙ってボールに食らいつくも，そこで試

合終了。八千代松陰が３年ぶりの優勝を飾った。 
 

 一方女子のベスト４は、激戦区，そして開催地区の活躍が目立った。新人戦 11 連覇を狙う市

川・浦安地区の昭和学院中学校，地区予選でのリベンジを誓う市川市立第三中学校，市川市立

第七中学校，そして，君津地区としては初のベスト４を果たした翔凛中学校が肩を並べた。準

決勝は昭和学院 vs 翔凛と、市川三 vs 市川七の対戦カードとなった。決勝には、高い得点力を

誇る選手のいる昭和学院と、粘り強く戦う市川三が進出した。 
 

 決勝戦は、序盤，昭和学院④花島，市川三④石橋の両エースが１on１を果敢に仕掛ける。昭

和学院⑦エズコ，⑥小出のドライブから立て続けに得点。対する市川三は⑥田丸がスリーポイ

ントやインサイドでの巧みな合わせで加点。一進一退の攻防が続く。 
 後半，市川三は⑥田丸，④石橋の１on１から得点を重ねて食い下がる。対する昭和学院も⑦

エズコ，⑩大城が速い攻めから巧みにシュートを沈め，追随を許さない。市川三は⑥田丸のド

ライブ，⑦熊谷のハイポストシュート，粘り強いディフェンスで追いつこうと粘るも，そのま

ま試合終了。昭和学院が千葉県での不敗記録をさらに伸ばした。 
 

 今年度の新人大会は、昨年度，下級生ながら活躍していた選手の成長を見ることができる大

会であった。さらに，全国レベルのバスケットを経験している選手の活躍も見られ，見ごたえ

のある試合も多かった。今後，出場したチームはもちろん，予選会で惜しくも敗れ出場を逃し

たチームの，今後の活躍が楽しみである。 
 最後に、会場の手配に奔走してくださった市川・浦安地区の先生方，ＴＯや会場準備など、

試合がなくとも運営に尽力した生徒の皆様、支部外からお手伝いいただいた先生方、バスケッ

トボール関係者の皆様のご協力により大会を無事終えられたことに，心より感謝申し上げたい。 
文責 千葉県小中体連バスケットボール専門部 
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